第3学年　理科学習指導案

堺市立城山台小学校

嶺村　労

1単元名：明かりをつけよう

2児童の実態

· この単元に関する日常生活における興味・関心・態度など

現代社会の日常生活において、明かりがない生活は考えられない。また電気がない生活も同様に考えられない。そのような社会にで、子ども達も当たり前のように電気に囲まれた生活をしている。一番子ども達にとって身近だと思われ電流とは、電灯やテレビ、ゲームなどが考えられる。身のまわりの電化製品は、コンセントに差し込んで使うものが多い。本単元で取り扱う、乾電池を用いるものでも、電気の基本的な仕組みは同じものであることや、コンセントから流れる電気は、乾電池よりもかなり大きく、大変危険であると説明したい。

3単元目標

乾電池に豆電球などをつなぎ、電気を通すつなぎ方や電気を通すものを調べ、電気の回路についての考えを持つようになる

· 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること

· 電気を通すものと通さないものがあること

4単元で育てたい力（科学する力）

・予想する力

　　二つの事象を比較し、どうなっているんだろうと予想し、考える力

　　これまでの生活体験と比べ関連づけ、おおまかに予想してみる

・試行錯誤する力

　　予想したことをもとに、見通しを持ってためしてみる

　　試してみたことの結果を比較し、なにか似ているところや違ったところがないか考える

・応用実践できる力

　　試して得られた結果から、原理を使った新たなしかけを考える

　　考えたしかけを、実際に作ることができる

　　自分で考えて、何か作り出す

電気は身近なものであると気づかせるためのしかけ

5力を育てるためのてだて

6単元構成（7時間）

	
	

	第1次（2時間）

豆電球の明かりをつけよう
	ピカピカ電車はどうして光るのだろうか

· 先生が実演するピカピカ電車を見て、どうして豆電球が光るのかを考える

· あかりがついているから電気と関係があるのかな

· 電車の中にしかけがあるのかな

· 乾電池が入っているのかな

· タイヤの部分から線のようなものが出てきているよ

· 線路が終わると電球が消えるのはどうしてだろう

どうつなげば豆電球に明かりをつけられるだろうか

· 乾電池、豆電球、導線を使って豆電球に明かりのつく方法を実験する

· 豆電球に明かりをつけるにはどうしたらいいのかな

· 乾電池と豆電球、導線の3つがそろっても明かりがつく時とつかない時があるよ

· いろんなつなぎ方を考えたよ

· 導線の先をどこにつけるかが大切だね

· 明かりがつくつなぎ方は、導線が乾電池の＋極と－極につながっているね

· 導線の先が両方同じ極につなげた時はつかなかったよ

· 乾電池の向きを変えても豆電球はつくよ

· 豆電球を上にしても下にしてもつくよ

· 乾電池の向きはどうしたらいいのかな

· 乾電池のどこにつないだらつくかな

· 導線の長さや形状はどうかな

ピカピカ電車のしかけ（なかみ）を見てみよう

· ピカピカ電車の中身を見て、気づいたことを話し合う

· 自分で作った豆電球のしかけがあるんじゃないかな

· 乾電池と、豆電球、導線があるんじゃないかな

· なかみは輪になっている

乾電池の＋極、導線、豆電球、導線、乾電池の－極の順に、一つの輪のようにつなぐと、電気の通り道ができて電気が流れ、明かりがつきます



	第2次（3時間）

電気を通すものをさがそう
	ピカピカ電車はどうしてついたり消えたりするのだろうか

· しかけのあるレール（アルミ箔の上にセロテープが貼ってある線路）の上を走るピカピカ電車をみて、電球がついたり消えたりするわけを考える

· 電車の中にしかけがあるのかな

· ついたり消えたりする時は、線路が違うよ

· 線路にしかけがあるのかな

· 輪になったり、ならなかったりしているのかな

· ついたり消えたりしているレールにはセロテープが貼ってあるよ

どんなものが電気を通すのだろうか

· 「電気を通すものじっけんき」を使って実験する

· 電気を通すものと、通さないものがあるよ

· 持ち運びができるのでいろんなところが調べられるね

· じっけんきの輪の間に挟んだ時、明かりがつくものは電気を通すんだね

· ピカピカしてるものは電気が通るのかな

· 固くて金属みたいなものは電気が通るのかな

· 空き缶は金属なのにつかなかったよ

· 紙ヤスリで削ったら銀色に光っていても電気を通すようになったよ

· ピカピカ電車のしかけを調べる

· 電車の中身はどうなっているのかな

· 線路のしかけをじっけんきで調べてみよう

· 金属のところは電気を通すんだね

· セロテープを貼ったレールがスイッチがわりになっていたんだね

	第3次（2時間）

スイッチを作ろう
	つなぎ方を工夫したらスイッチができるだろうか

· つなぎ方を工夫したり電気を通すものと通さないものを組み合わせたりして、手作りスイッチを作る

· 「電気を通すものはっけんき」のしくみがヒントになるかな

· 身のまわりのものが使えそうかな

· 電気を通すものと通さないものを組み合わせるとできそうだぞ

· スイッチを利用したおもちゃを作る

· 手作りライトを作ったよ

· カチカチバスを作ったよ

· 豆電球に色を塗って信号機を作ったよ


7本時のねらい

8本時の展開（第　次）

· 単元で工夫したところ

ピカピカ電車を使うことで、子どもの意欲を高めると共に、予想をたてさせ意見交流させ、今日の取り組みの課題をはっきりさせる。また豆電球、乾電池、導線を使う時間を十分に確保することで、生活経験の少ない子どもの予備知識を補う

